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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第２区分
【発行日】平成29年11月30日(2017.11.30)

【公開番号】特開2016-175120(P2016-175120A)
【公開日】平成28年10月6日(2016.10.6)
【年通号数】公開・登録公報2016-058
【出願番号】特願2015-59266(P2015-59266)
【国際特許分類】
   Ｂ２３Ｋ  26/00     (2014.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２３Ｋ   26/00     　　　Ｂ
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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月17日(2017.10.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  発振器からのレーザ光を照射するレーザヘッドと、
  マーキング加工の対象であるワークに前記レーザヘッドからレーザ光を照射した際の前
記ワークの色情報を取得する色取得部と、
　前記色取得部で取得した前記色情報と、その前記色情報を取得したときの目標の色とで
差がある場合に、前記レーザ光の照射により前記ワークに付与されるエネルギーと、前記
色情報との関係に基づいて、前記目標の色となるように、前記ワークにマーキング加工を
行う際の前記エネルギーの値を補正する条件補正部と、を備えるレーザ加工システム。
【請求項２】
  前記レーザヘッドは、少なくとも前記ワークに対する切断加工に用いられる、請求項１
に記載のレーザ加工システム。
【請求項３】
  前記ワークに対してマーキング加工による目標の色を指定する色指定部を備え、
  前記条件補正部は、前記ワークにマーキング加工を行う際の前記エネルギーの値を、前
記色指定部により指定された色を実現するように補正する、請求項１または請求項２に記
載のレーザ加工システム。
【請求項４】
　前記エネルギーと前記色情報との関係を示す関数を生成する関数生成部、または前記関
数生成部で生成された前記関数を記憶する記憶部を備え、
　前記条件補正部は、前記関数生成部で生成された前記関数、または前記記憶部に記憶さ
れている前記関数に基づいて、前記エネルギーの値を補正する、請求項１～請求項３のい
ずれか一項に記載のレーザ加工システム。
【請求項５】
  前記記憶部は、前記ワークにマーキング加工を行う際の前記エネルギーの値を記憶して
おり、
  前記条件補正部は、前記記憶部に記憶されている前記エネルギーの値を補正する、請求
項４に記載のレーザ加工システム。
【請求項６】
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  前記色情報は、色空間上の座標で表され、
  前記関数は、前記色空間上の座標と前記エネルギーとの関係を示す数式及び表の少なく
とも一方を含む、請求項４または請求項５に記載のレーザ加工システム。
【請求項７】
  前記エネルギーの値は、前記レーザヘッドから照射されるレーザ光の出力及び走査速度
の少なくとも一方を含む、請求項１～請求項６のいずれか一項に記載のレーザ加工システ
ム。
【請求項８】
  マーキング加工を行うレーザ加工機においてワークに付与するエネルギーの値を補正す
る条件補正装置であって、
  マーキング加工の対象であるワークに前記レーザ加工機からレーザ光を照射した際の前
記ワークの色情報を取得する色取得部と、
　前記色取得部で取得した前記色情報と、その前記色情報を取得したときの目標の色とで
差がある場合に、前記レーザ光の照射により前記ワークに付与されるエネルギーと、前記
色情報との関係に基づいて、前記目標の色となるように、前記ワークにマーキング加工を
行う際の前記エネルギーの値を補正する条件補正部と、を備える条件補正装置。
【請求項９】
  発振器からのレーザ光をレーザヘッドから照射することと、
  マーキング加工の対象であるワークに前記レーザヘッドからレーザ光を照射した際の前
記ワークの色情報を取得することと、
　取得した前記色情報と、その前記色情報を取得したときの目標の色とで差がある場合に
、前記レーザ光の照射により前記ワークに付与されるエネルギーと、前記色情報との関係
に基づいて、前記目標の色となるように、前記ワークにマーキング加工を行う際の前記エ
ネルギーの値を補正することと、を含むレーザ加工方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
  本発明のレーザ加工システムは、発振器からのレーザ光を照射するレーザヘッドと、マ
ーキング加工の対象であるワークにレーザヘッドからレーザ光を照射した際のワークの色
情報を取得する色取得部と、色取得部で取得した色情報と、その色情報を取得したときの
目標の色とで差がある場合に、レーザ光の照射によりワークに付与されるエネルギーと、
色情報との関係に基づいて、目標の色となるように、ワークにマーキング加工を行う際の
エネルギーの値を補正する条件補正部と、を備える。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
  また、レーザヘッドは、少なくともワークに対する切断加工に用いられてもよい。また
、ワークに対してマーキング加工による目標の色を指定する色指定部を備え、条件補正部
は、ワークにマーキング加工を行う際の前記エネルギーの値を、色指定部により指定され
た色を実現するように補正してもよい。また、エネルギーと色情報との関係を示す関数を
生成する関数生成部、または関数生成部で生成された関数を記憶する記憶部を備え、条件
補正部は、関数生成部で生成された関数、または記憶部に記憶されている関数に基づいて
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、エネルギーの値を補正してもよい。また、記憶部は、ワークにマーキング加工を行う際
のエネルギーの値を記憶しており、条件補正部は、記憶部に記憶されているエネルギーの
値を補正してもよい。また、色情報は、色空間上の座標で表され、関数は、色空間上の座
標とエネルギーとの関係を示す数式及び表の少なくとも一方を含んでもよい。また、加工
条件は、レーザヘッドから照射されるレーザ光の出力及び走査速度の少なくとも一方を含
んでもよい。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
  本発明の条件補正装置は、マーキング加工を行うレーザ加工機においてワークに付与す
るエネルギーの値を補正する条件補正装置であって、マーキング加工の対象であるワーク
にレーザ加工機からレーザ光を照射した際のワークの色情報を取得する色取得部と、色取
得部で取得した色情報と、その色情報を取得したときの目標の色とで差がある場合に、レ
ーザ光の照射によりワークに付与されるエネルギーと、色情報との関係に基づいて、目標
の色となるように、ワークにマーキング加工を行う際のエネルギーの値を補正する条件補
正部と、を備える。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
  本発明のレーザ加工方法は、発振器からのレーザ光をレーザヘッドから照射することと
、マーキング加工の対象であるワークにレーザヘッドからレーザ光を照射した際のワーク
の色情報を取得することと、取得した色情報と、その色情報を取得したときの目標の色と
で差がある場合に、レーザ光の照射によりワークに付与されるエネルギーと、色情報との
関係に基づいて、目標の色となるように、ワークにマーキング加工を行う際のエネルギー
の値を補正することと、を含む。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
  本発明によれば、エネルギーと色情報との関係により、ワークの色とエネルギーとを客
観的に関連付けることができ、取得した色情報と、その色情報を取得したときの目標の色
とで差がある場合に、目標の色となるように、この関係に基づいてワークに付与されるエ
ネルギーの値を補正することにより、ワークを所望の色に精度よく着色することが容易で
ある。
 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１２】
  また、レーザヘッドが、少なくともワークに対する切断加工に用いられるものでは、切
断加工とマーキング加工とでレーザヘッドが共通であるので、例えば、装置コストを下げ
ることができる。また、ワークに対してマーキング加工による目標の色を指定する色指定
部を備え、条件補正部が、ワークにマーキング加工を行う際のエネルギーの値を、色指定
部により指定された色を実現するように補正するものでは、指定された色に応じた加工条
件に自動的に補正されるので、利便性が高い。また、エネルギーと色情報との関係を示す
関数を生成する関数生成部、または関数生成部で生成された関数を記憶する記憶部を備え
、条件補正部が、関数生成部で生成された関数、または記憶部に記憶されている関数に基
づいて、エネルギーの値を補正するものでは、関数により、ワークの色とエネルギーとを
客観的に関連付けることができ、この関数に基づいてワークを所望の色に精度よく着色で
きる。また、記憶部が、ワークにマーキング加工を行う際のエネルギーの値を記憶してお
り、条件補正部が、記憶部に記憶されているエネルギーの値を補正するものでは、予め記
憶されているエネルギーの値をベースに補正するので、補正処理をシンプルにすることが
できる。また、色情報が、色空間上の座標で表され、関数が、色空間上の座標とエネルギ
ーとの関係を示す数式及び表の少なくとも一方を含むものでは、関数によって色が客観的
に表現されるので、ワークを所望の色に精度よく着色することができる。また、エネルギ
ーの値が、レーザヘッドから照射されるレーザ光の出力及び走査速度の少なくとも一方を
含むものでは、レーザ光の出力や走査速度によって、ワークへ付与されるエネルギーを調
整できるので、ワークを所望の色に精度よく着色することが容易である。
 
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
  例えば、制御部１４は、加工データに従って、レーザヘッド１２からレーザ光ＬＢを照
射させながら駆動部１３によりレーザヘッド１２を移動させる。制御部１４は、例えば、
発振器１１の発振を加工データに従って制御し、切断加工時においてはレーザ光ＬＢの出
力をワークＷの切断が可能なレベルに設定し、また、マーキング加工時においてはレーザ
光ＬＢの出力を、ワークＷを切断せずにマーキング加工に適したレベルに設定する。この
ように、加工データは、ワークＷの加工条件（エネルギーの値）として、レーザ出力（レ
ーザ光ＬＢの出力）を含む。
 
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
  なお、制御部１４は、発振器１１に対してＣＷ発振またはパルス発振によりレーザ光Ｌ
Ｂを生成させる。ＣＷ発振の場合、制御部１４は、発振器１１から発振される連続波の出
力を調整することにより上記したレーザ出力を制御してもよい。また、パルス発振の場合
、制御部１４は、周波数（１秒間に発振する回数）や、デューティ（単位時間あたりのレ
ーザ光ＬＢの出射時間の比率）を調整することにより上記したレーザ出力を制御してもよ
い。また、レーザ光ＬＢの照射によりワークＷに付与される単位面積あたりのエネルギー
の値（以下、エネルギー密度という）は、ワークＷとレーザヘッド１２との相対速度（走
査速度）と比例関係にある。そのため、走査速度を制御することによりエネルギー密度を
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制御することもでき、ワークＷの加工条件（エネルギーの値）は、例えば、走査速度を含
んでいてもよい。
 
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
  条件補正装置３は、例えば、色取得部２０と、関数生成部２１と、条件補正部２２とを
備える。条件補正装置３は、概略すると以下のように動作する。色取得部２０は、レーザ
加工機２からレーザ光ＬＢが試験照射された試験用ワークＷＴの色情報を取得する。試験
用ワークＷＴは、製品用のマーキング加工（以下、本マーキング加工という）の対象のワ
ークＷと物性が同じものである。関数生成部２１は、試験照射により試験用ワークＷＴに
付与されるエネルギーと、色情報との関係を示す関数（以下、Ｅ－Ｃ関数という）を算出
する。条件補正部２２は、Ｅ－Ｃ関数に基づいて（エネルギーと色情報との関係に基づい
て）、ワークＷに本マーキング加工を行う際の加工条件を補正する。
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